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若
者
の
雇
用
対
策
の
推
進

議
員　

非
正
規
雇
用
は
正
規
雇
用
と
比

較
し
て
賃
金
格
差
が
大
き
く
、
未
婚
化

や
少
子
化
の
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
が
、

若
者
の
正
規
雇
用
化
へ
の
支
援
を
ど
う

推
進
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

県
内
経
済
団
体
へ
の
新
卒
採
用

枠
の
拡
大
要
請
や
若
者
の
正
規
雇
用
に

意
欲
的
な
企
業
に
よ
る
就
職
面
接
会
の

開
催
な
ど
に
よ
り
支
援
し
て
い
る
ほ
か
、

新
た
に
若
者
正
規
雇
用
化
支
援
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。
加
え

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
振
興
策
も
講
じ

正
規
雇
用
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

野
生
鳥
獣
、
特
に
鳥
類
に
よ
る

レ
ン
コ
ン
の
被
害
は
深
刻
で
あ
り
、
被

害
金
額
は
毎
年
四
億
円
前
後
と
な
っ
て

い
る
。
鳥
類
の
生
態
を
さ
ら
に
研
究
し
、

対
策
を
練
っ
て
い
く
べ
き
だ
が
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

県
で
は
、
茨
城
大
学

と
協
力
し
て
水
鳥
の
実
態
を
解
明
す
る

調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

併
せ
て
、
つ
く
ば
の
研
究
機
関
の
調
査

結
果
を
活
用
す
る
な
ど
レ
ン
コ
ン
の
生

産
性
と
自
然
環
境
に
も
配
慮
し
た
新
た

な
被
害
防
止
策
も
検
討
し
て
い
く
。

 

投
票
率
の
向
上

議
員　

今
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら

選
挙
権
年
齢
が
十
八
歳
以
上
に
な
る
予

定
だ
が
、
投
票
率
向
上
の
取
り
組
み
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

二
月
に
県

内
全
域
で
十
八
歳
選
挙
権
啓
発
統
一

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
が
、
家
庭
に

お
い
て
親
子
で
投
票
の
意
義
を
考
え
ら

れ
る
よ
う
な
啓
発
も
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
投
票
環
境
の
整
備
の
た
め
、
駅
や

商
業
施
設
、
大
学
な
ど
へ
の
期
日
前
投

票
所
の
設
置
を
市
町
村
に
働
き
掛
け
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
待

機
児
童
ゼ
ロ
の

早
期
実
現
、
国

民
健
康
保
険
の

安
定
的
な
運
営

の
確
保
な
ど
も

質
問
）

議
員　

本
年
五
月
の
Ｇ
７
茨
城
・
つ
く

ば
科
学
技
術
大
臣
会
合
を
契
機
に
、
つ

く
ば
の
景
観
づ
く
り
の
た
め
、
街
路
樹

の
計
画
や
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を

策
定
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
今
後
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

土
木
部
長　

街
並
み
と
も
調
和
し
た

新
し
い
道
路
景
観
を
街
路
樹
で
創
り

出
す
た
め
に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
街
路
樹

の
維
持
・
再
生
の
た
め
の
計
画
を
策
定

し
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
茨

城
県
総
合
計

画
、
世
界
湖

沼
会
議
の
取

り
組
み
な
ど

も
質
問
）

 
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
活
用

議
員　

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が
、
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
が
制
度
を
十

分
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

相
談
支
援
の
窓
口
に

生
活
困
窮
者
の
情
報
を
把
握
す
る
各
課

と
の
さ
ら
な
る
連
携
を
働
き
掛
け
る
ほ

か
、
就
労
支
援
な
ど
の
任
意
事
業
に
つ

い
て
県
所
管
の
町
村
部
で
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
各
市
に
共
同
実
施
を
働
き

か
け
る
な
ど
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

筑
西
・
下
妻
二
次
保
健
医
療
圏

※
の
人
口
十
万
人
当
た
り
の
医
師
数
は
、

県
平
均
に
も
程
遠
い
状
況
に
あ
る
。
新

中
核
病
院
と
桜
川
市
立
病
院
の
整
備
に

よ
る
医
療
体
制
の
充
実
に
向
け
て
、
県

と
し
て
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

両
病
院
の
平
成
三
十

年
十
月
の
開
院
目
標
を
見
据
え
、
ハ
ー

ド
面
の
整
備
に
併
せ
て
、
今
後
重
要
性

が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
医
師
や
看

護
師
の
確
保
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
充
実
に

つ
い
て
、
筑
西
・
桜
川
両
市
に
対
し
て

最
大
限
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

県
で
は
、
窯
業
指
導
所
の
人
材

育
成
体
制
を
一
新
し
、
四
月
か
ら
県
立

笠
間
陶
芸
大
学
校
を
開
校
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
笠
間
焼
の
担
い
手
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
新
た
な
人
材
育

成
内
容
と
そ
の
た
め
の
体
制
整
備
は
。

商
工
労
働
部
長　

多
様
な
技
法
や
大
物

の
制
作
な
ど
も
本
格
的
に
学
べ
る
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
磁
器
の
制
作
も
取

り
入
れ
る
。
ま
た
、
常
勤
の
特
任
教
授

に
つ
い
て
は
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
二

名
の
若
手
陶
芸

作
家
を
採
用
し

て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
気
候

変
動
の
影
響
へ

の
適
応
、
本
県

の
花
き
振
興
な

ど
も
質
問
）

 

自
動
車
盗
難
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

議
員　

本
県
は
自
動
車
盗
難
の
人
口
十

万
人
当
た
り
の
犯
罪
率
が
全
国
ワ
ー
ス

ト
一
位
で
あ
り
、
地
元
県
西
地
域
で
も

多
発
し
て
い
る
。
今
後
、
自
動
車
盗
難

防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

警
察
本
部
長　

盗
難
防
止
器
具
な
ど
の

広
報
啓
発
や
関
係
団
体
な
ど
と
自
動
車

盗
難
防
止
対
策
会
議
を
開
催
し
、
官
民

一
体
の
抑
止
対
策
を
推
進
す
る
ほ
か
、

組
織
的
犯
行
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
捜
査

の
強
化
な
ど
県

警
察
の
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
水

田
農
業
の
確
立
、

県
道
筑
西
つ
く

ば
線
の
整
備
な

ど
も
質
問
）

外塚　　潔 議員
いばらき自民党
かすみがうら市選出

一括方式

新
中
核
病
院
な
ど
の
整
備
に
よ
る

医
療
提
供
体
制
の
充
実

水柿　一俊 議員
いばらき自民党
筑 西 市 選 出

一括方式

佐藤　光雄 議員
民　　進　　党
水 戸 市 選 出

一括方式

村上　典男 議員
いばらき自民党
笠 間 市 選 出  

一括方式

笠
間
焼
の
担
い
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

つ
く
ば
の
景
観
づ
く
り

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
へ
の

対
策

ことば ※【保健医療圏】…一次保健医療は「通院できる程度の疾病に対する医療」、二次保健医療は「一般的な入院が必要な医療」、三次保健医療は「高度・特殊な医療」であり、それぞれ県が医
療圏を定めている。

　

二
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け

て
、
福
島
・
茨
城
・
栃
木
・
群

馬
・
新
潟
五
県
議
会
議
長
会
を

本
県
の
水
戸
市
と
つ
く
ば
市
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
各
県
に
関
連

す
る
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
情

報
、
意
見
を
交
換
し
、
各
県
議

会
の
活
性
化
、
県
勢
の
発
展
お

よ
び
五
県
地
域
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
、

地
方
自
治
体
の
重
要
課
題
と

な
っ
て
い
る
「
地
方
創
生
」
を

テ
ー
マ
に
、
本
県
の
小
川
一
成

議
長
と
川
津
隆
副
議
長
を
は
じ

め
、
五
県
の
正
副
議
長
や
議
会

事
務
局
長
な
ど
が
出
席
し
、
協

議
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
初
め
に
開
催
県

を
代
表
し
、
本
県
の
小
川
議
長

よ
り
、「
地
方
創
生
は
、
全
国

の
地
方
自
治
体
が
相
互
に
限
ら

れ
た
資
源
と
知
恵
を
共
有
し
、

県
境
を
超
え
て
連
携
す
る
こ
と

が
有
効
、
か
つ
、
不
可
欠
で
あ

り
、
こ
の
会
議
に
よ
り
五
県
相

互
の
理
解
と
連
携
を
よ
り
一
層

深
め
た
い
」
と
の
開
会
の
挨
拶

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
地
方
創
生
」
に
関

す
る
協
議
で
は
、
初
め
に
、
内

閣
府
地
方
創
生
推
進
室
次
長
の

麦
島
健
志
氏
か
ら
、「
広
域
連

携
で
進
め
る
地
方
創
生
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
広
域
連
携

の
有
効
性
な
ど
に
つ
い
て
ご
講

演
を
い
た
だ
い
た
後
、
各
県
か

ら
地
方
創
生
に
関
す
る
取
り
組

み
に
関
す
る
説
明
を
行
い
、
そ

れ
ら
を
基
に
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
最
先
端
科
学
技
術

の
集
積
す
る
つ
く
ば
市
で
視
察

を
行
い
、
初
め
に
、
つ
く
ば
市

役
所
で
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
街
つ
く

ば
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
導
入
し
て

い
る
セ
グ
ウ
ェ
イ
の
試
乗
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
視
察
先
で
あ
る

「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
エ
ア
つ

く
ば
」
で
は
、
産
業
技
術
総
合

研
究
所
で
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
最
先
端
科
学
技
術
の
研

究
成
果
に
関
す
る
展
示
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

福
島
・
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
新
潟
五
県

議
会
議
長
会
を
開
催

盗難防止用タイヤロック（左）とハンドルロック（右）

大好きいばらき就職面接会の様子
新たな被害防止策が求めら
れるハス田

４月に開校した県立笠間陶芸大学校

開会の挨拶を行う小川一成議長

セグウェイの試乗を行う小川議長

一般質問（要旨）


